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な
患
者
さ
ん
に
対
し
て
円

滑
で
適
切
な
対
応
を
行
う

こ
と
が
可
能
で
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
今
ま
で
当

院
で
は
完
結
で
き
な
か
っ

た
透
析
に
関
わ
る
合
併
症

の
大
部
分
を
行
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
、
透
析
患
者
さ
ん
が

よ
く
患
わ
れ
る
冠
動
脈
疾

患
や
下
肢
動
脈
閉
塞
疾
患

の
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
、
肺

炎
な
ど
の
感
染
症
や
心
不

全
、
シ
ャ
ン
ト
の
造
設
や
修

復
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
を

一
貫
し
て
岐
阜
清
流
病
院
で

行
え
る
よ
う
な
体
制
づ
く

り
を
進
め
て
き
ま
し
た
の

で
、
当
院
の
透
析
患
者
さ

ん
だ
け
で
は
な
く
、
近
隣

の
透
析
ク
リ
ニッ
ク
の
患
者

さ
ん
へ
も
同
じ
よ
う
に
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

透
析
ク
リ
ニッ
ク
の
先
生
方

か
ら
入
院
加
療
や
疾
患
精

査
目
的
で
ご
連
絡
を
頂
い

た
際
に
は
、
迅
速
に
お
応

え
で
き
る
よ
う
努
め
て
お

り
、
ご
紹
介
い
た
だ
く
数

も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

大
病
院
だ
と
す
ぐ
に
入
院

で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る

増
築
し
た
１
階
は
車
い
す

を
使
用
さ
れ
て
い
る
方
や

歩
行
が
難
し
い
方
に
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
２

階
は
自
分
で
歩
く
こ
と
が

で
き
る
患
者
さ
ん
、
３
階

は
入
院
患
者
さ
ん
が
透
析

を
行
っ
て
い
ま
す
。
外
来

患
者
さ
ん
と
入
院
患
者
さ

ん
が
交
わ
る
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
感
染
対
策

と
し
て
安
心
し
て
治
療
を

受
け
て
い
た
だ
け
ま
す
。

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、
血
液
浄

化
セ
ン
タ
ー
内
で
の
感
染

拡
大
は
一
度
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

ま
た
、
透
析
は
週
３
回
行

う
必
要
が
あ
り
、
１
回
に

つ
き
３
〜
５
時
間
行
い
ま

す
の
で
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

雰
囲
気
で
患
者
さ
ん
が
過

ご
し
や
す
い
環
境
作
り
を

心
が
け
て
い
ま
す
。

透
析
患
者
さ
ん
の
平
均
年

齢
は
74
・
1
歳
で
、
人
生

経
験
豊
富
な
方
が
多
く
み

え
ま
す
。
皆
さ
ん
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
こ
と
で
私
達
看
護
師
自

身
の
人
生
の
学
び
に
も
な

り
、
や
り
が
い
を
感
じ
て

い
ま
す
。

透
析
医
療
で
の
看
護
師
業

務
は
多
岐
に
わ
た
り
、
患

者
さ
ん
の
腕
に
あ
る
シ
ャ

ン
ト
の
チ
ェ
ッ
ク
や
フ
ッ

ト
ケ
ア
の
ほ
か
、
腎
臓
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

運
動
療
法
に
よ
る
筋
力
維

持
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

日
々
、
患
者
さ
ん
に
寄
り

添
い
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
る
こ
と
を
通
し
て

異
常
の
早
期
発
見
に
注
力

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
院
の
血
液
浄
化

セ
ン
タ
ー
で
は
、
Q
O
L

（
生
活
の
質
）
を
高
め
る

た
め
に
、
患
者
さ
ん
に
対

し
て
薬
剤
や
食
事
な
ど

様
々
な
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
に
は
医
師
、

臨
床
工
学
技
士
、
看
護
師
、

管
理
栄
養
士
、
生
理
検
査

技
師
、
放
射
線
技
師
、
理

学
療
法
士
、
訪
問
看
護
師

な
ど
多
職
種
が
関
わ
っ
て

お
り
、
連
携
が
と
て
も
大

切
で
す
。
血
液
浄
化
セ
ン

タ
ー
の
看
護
師
は
患
者
さ

ん
や
ご
家
族
の
代
弁
者
と

な
っ
て
調
整
す
る
役
割
も

担
っ
て
い
ま
す
。
チ
ー
ム
を

上
手
く
運
営
し
、
こ
れ
か

ら
も
患
者
さ
ん
に
良
い
医

化
が
な
い
か
観
察
す
る
こ

と
も
臨
床
工
学
技
士
に
求

め
ら
れ
て
い
る
役
割
で
す
。

ま
た
、
医
師
の
指
示
の
下
、

患
者
さ
ん
の
血
液
検
査

デ
ー
タ
な
ど
を
利
用
し
、

看
護
師
と
相
談
し
な
が
ら

透
析
条
件
の
変
更
を
行
っ

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

透
析
時
間
や
、
患
者
さ
ん

の
体
か
ら
透
析
装
置
に
取

り
出
す
血
液
の
速
さ
や
、

余
分
な
水
分
を
除
去
す
る

速
さ
の
変
更
な
ど
で
す
。

一
口
に
透
析
患
者
さ
ん
と

言
っ
て
も
、
透
析
を
導
入

し
た
際
の
年
齢
や
体
格
、

腎
臓
が
悪
く
な
っ
た
原
因

は
様
々
で
す
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
患
者
さ
ん
の
現
在

の
状
態
に
合
わ
せ
た
透
析

条
件
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
当
院
の
臨
床
工

学
技
士
の
重
要
な
役
割
と

し
て
、
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル

検
査
の
業
務
も
行
っ
て
い

ま
す
。
近
隣
の
ク
リ
ニッ
ク

か
ら
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞

の
患
者
さ
ん
を
紹
介
し
て

い
た
だ
く
際
に
、
透
析
と

同
時
に
心
臓
の
カ
テ
ー
テ

ル
検
査
を
行
う
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
臨
床
工
学

技
士
も
立
ち
会
っ
て
治
療

に
参
加
し
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
に
安
心
し
て
透

析
治
療
を
受
け
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、
ま
た
少
し

で
も
「
透
析
を
受
け
て
良

か
っ
た
な
」
と
思
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
接
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
し
、
患

者
さ
ん
の
笑
顔
が
私
達
の

励
み
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

患
者
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
ス
タ
ッ
フ

一
同
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

木
野
村
医
師
：
こ
れ
か
ら

も
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
！

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の

様
子
は
動
画
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

透
析
医
療
と
役
割

看
護
師
長
代
理

藤
森 

由
実

血
液
浄
化
セ
ン
タ
ー
長

木
野
村
祐
二
朗

臨
床
工
学
課 

主
任

冨
田 

佳
宏

岐
阜
清
流
病
院
の
特
色
を

活
か
し
た
地
域
中
核
病

院
と
し
て
の
「
透
析
医
療

と
役
割
」
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

木
野
村
医
師
：
岐
阜
清
流

病
院
で
は
、
現
在
1
1
0

名
程
の
患
者
さ
ん
が
透
析

医
療
を
受
け
て
い
ま
す
。

透
析
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
た
患
者
さ
ん
の
持
病

が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す

の
で
、
複
数
科
の
医
師
が

連
携
し
て
透
析
医
療
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。
一
週
間
の

間
に
、内
科
、循
環
器
内
科
、

心
臓
血
管
外
科
、
腎
臓
の

専
門
医
６
名
が
血
液
浄
化

セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
て
、
密

に
連
携
を
取
り
合
っ
て
い

る
こ
と
が
、
岐
阜
清
流
病

院
の
透
析
医
療
の
特
徴
の

一
つ
だ
と
言
え
ま
す
。

ま
た
、
通
常
で
あ
れ
ば
、

医
師
同
士
で
相
談
し
、
患

者
さ
ん
へ
の
処
置
を
決
め

て
い
く
の
で
す
が
、
当
院

で
は
看
護
師
や
臨
床
工
学

技
士
か
ら
医
師
へ
の
相
談

も
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
環

境
で
あ
り
、
処
置
が
必
要

か
と
思
い
ま
す
が
、
当
院

で
は
即
時
に
対
応
で
き
ま

す
の
で
、
そ
れ
が
地
域
中

核
病
院
と
し
て
地
域
へ
貢

献
で
き
る
一
番
の
強
み
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

岐
阜
清
流
病
院
で
は
、
今

年
4
月
に
血
液
浄
化
セ
ン

タ
ー
の
増
築
も
行
い
、
受

け
入
れ
ら
れ
る
患
者
さ
ん

の
数
も
増
え
ま
し
た
。
今

ま
で
以
上
に
医
師
同
士
や

看
護
師
、
臨
床
工
学
技
士

と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密

に
と
り
合
っ
て
、
シ
ー
ム
レ

ス
な
医
療
を
透
析
患
者
さ

ん
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

血
液
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
看
護
師
の
業
務
と
役

割
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
。

藤
森
看
護
師
：

当
院
の
血
液
浄
化
セ
ン

タ
ー
は
１
階
か
ら
３
階
ま

で
あ
り
、
目
的
に
応
じ
た

使
い
分
け
を
し
て
い
ま
す
。

透
析
患
者
さ
ん
の
高
齢
化

が
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、

療
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

務
め
て
ま
い
り
ま
す
。

血
液
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
臨
床
工
学
技
士
の
業

務
と
役
割
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

冨
田
臨
床
工
学
技
士
：

透
析
は
非
常
に
多
く
の

特
殊
な
装
置
を
使
用
し

ま
す
。

当
院
の
臨
床
工
学
技
士

は
、
そ
れ
ら
の
管
理
や
保

守
を
行
い
な
が
ら
、
同
時

に
血
液
浄
化
セ
ン
タ
ー
に

所
属
す
る
看
護
師
へ
の
指

導
や
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い

ま
す
。
患
者
さ
ん
が
来
院

さ
れ
る
前
に
は
、
装
置
の

動
作
確
認
や
透
析
液
の
濃

度
確
認
、
患
者
さ
ん
が
使

用
す
る
血
液
回
路
の
取
り

付
け
や
、
プ
ラ
イ
ミ
ン
グ

を
行
い
、
患
者
さ
ん
が
き

ち
ん
と
使
用
で
き
る
よ
う

な
状
態
に
整
え
て
い
ま
す
。

透
析
開
始
時
に
は
、
患
者

さ
ん
の
シ
ャ
ン
ト
に
針
を
２

本
刺
す
穿
刺
と
い
う
作
業

や
、
装
置
の
操
作
、
お
よ

び
透
析
中
の
患
者
さ
ん
の

血
圧
管
理
や
、
体
調
の
変
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清光会グループで活躍中のスタッフを紹介します！

 岐 阜 清 流 病 院  介 護 老 人 保 健 施 設 　 巣 南 リ ハ ビ リ セ ン タ ー

ましたが、2年間で一般的なコミュニケーションはとれる
ようになりました。その後、中部学院短期大学部で介護・
福祉について学びました。日本語で介護について学ぶこ
とは大変でしたが、学習したことを施設研修などで活か
せたときはやりがいを感じました。日本に来る前は不安に
感じることも多くありましたが、日本はとても住みやす
く、過ごしやすいため楽しく生活できています。

●今後の目標は？
　利用者さんとお話をする時に日本語を正確に理解で
きないことがまだあるので、コミュニケーションの幅を広
げるために日本語をもっと詳しく学びたいです。また、レ
クリエーションやリハビリ補助を積極的に行うフロアで働
いているので、そのような分野についてもさらに学んで
いきたいです。利用者さんへの接し方が上手な先輩ス
タッフをお手本にして、より良いサービスを心がけます。
今後、多くの利用者さんに安心して楽しく過ごして頂ける
ように頑張ります。

●病棟に関わる一員としてのやりがいと思い
　“春夏秋冬”に当てはめた“心という言葉を知ったのは、
知人に毛筆で書いてほしいと頼まれたのがきっかけでし
た。すごくいい言葉だなと感動し、以降、自分自身のモッ
トーにしており、仕事をするうえでもこの言葉を大切にし
ています。メッセンジャーの仕事はスタッフの裏方とし
て、常に先を見ながら動き回ります。その働きでスタッフ
の依頼や要望に応えることができた時の達成感はとても
大きく、喜びと自信につながっています。
　これからも病棟に関わるチームの一員としてはもちろん
のこと、時には姉のように、母のように？？スタッフの支えに
なれたらと日々思いながら、これからもメッセンジャーとい
う仕事に誇りをもって頑張っていきたいと思います。

●自己紹介
　フィリピンのダバオ出身のアローヨ・ジャレーン・セル
ボです。日本での生活を始めて約5年になります。巣南リ
ハビリセンターでは2021年4月から介護職員として働い
ています。介護という仕事は大変なことも多くあります
が、日々やりがいを感じながら楽しく働けています。

●日本で介護の仕事を始めたきっかけは？
　友人から日本で介護の勉強をしながら働くことができ
る制度があることを聞き、興味を持ちました。フィリピン
では介護施設は少なく、多くの家庭では家族が介護を行
います。そのため、介護職という職種がどういったものな
のか興味を持つようになりました。日本で介護について
の知識を学び実際に働くことは、自分にとって良い経験
になるだろうと介護職を目指すことに決めました。

●日本に来てから就職するまでの流れ
　まず学校に２年間通い、日本語を学びました。日本語は
英語に比べて特殊な表現も多く、難しく感じることもあり

●メッセンジャーってどんな仕事？
　私たちメッセンジャーは当院に4名在籍しており、6病
棟を担当しています。直接的な医療行為や患者さんに関
わることはなく、病棟の医師や看護師が業務を円滑に効
率よく行えるよう、さまざまな周辺業務を補助・サポート
しています。事務作業や物品管理の他、依頼に応じて紙カ
ルテや物品を各部署へ運搬することがメイン業務です。Ｐ
Ｃスキルなどは特別必要ありませんが、患者さんの個人
情報を扱う仕事になりますので、プライバシー面に於い
ては十分な注意が必要です。また、広い病院内を一日中
往復移動するので、とにかく歩き回る仕事でもあります。
疲れる日もありますが、良い運動にもなっています。
《メッセンジャーの主な業務》
・医療材料、衛生材料、滅菌物等の定数管理・整理整頓
・薬品、検体等の運搬
・緊急時物品の受け渡し
・事務処理（紙カルテ作成・整理、書類の整理等）　他

No.10

巣南リハビリセンター

アローヨ・
ジャレーン・セルボ

介 護 職 員
No.10

岐阜清流病院

小
お

椋
ぐら

 朝
とも

美
み

看護部  メッセンジャー

四季の心
人に接するときは  春のような温かい心
仕事をするときは  夏のような燃える心
物事を考えるときは  秋のような澄んだ心
自分を見つめるときは  冬のような厳しい心
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2023年5月

　5月26日（金）ココロかさなるCCNセンター（瑞穂市総合センター）において、岐阜清流病院  松本病
院長が「人生100年時代、ひざの健康を考える」をテーマに講演を行いました。本講演は瑞穂市老人ク
ラブ連合会主催による健康講演会で、212名の方々にご参加いただきました。変形性膝関節症を中心
に、症状や保存療法、新規治療のPRP療法、さらには手術（人工膝関節置換術）について解説いたしま
した。
　実際に手術を受けられた方が術後にどのよう
な改善があったかを動画で紹介したり、日々の
生活の中で簡単に行えるストレッチを実演した
り、様々な角度から膝の健康に関する知見を紹
介しました。
　講演後の質疑応答では参加者から多くの質問
が寄せられ、膝に関する関心の高さを実感しまし
た。今後も地域の皆さまの健康に少しでもお力
になれるよう努めてまいります。

瑞穂市老人クラブ連合会総会にて講演会を開催
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名和内科・巣南リハビリセンター・各施設に
関するニュースをお届けします！

清光会

清流ぷらす通信
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6/11（日）「明時祭（あじさい）」に参加しました

　「明時祭（あじさい）」とは、地元（瑞穂市）の若者たちが企画運営する地域活性化イベントです。昨年度に
続き、当施設「清流ぷらす」もそのイベントの拠点のひとつとして参加しました。当日はあいにくのお天気
でしたが、穂積駅周辺からスタートした「謎解きウォーク」や「シャルソン※」等、参加者約300名のにぎやか
なイベントになりました。
　当施設内では、「防災クッキング」や「紙飛行機作り」、瑞穂市
レクリエーション協会の「軽スポーツ体験会」を行いました。
　このイベントには、地域の繋がりを創り、地域を元気にした
い！という想いが込められています。これは当施設が目指し、
担うべき役割と同じです。今後も積極的に地域のイベントや取
り組みに参加しながら、小さな「ぷらす」を積み重ねていくこと
で、地域に貢献していきたいと思います。

※シャルソン＝「ソーシャル」と「マラソン」を組み合わせた造語。走ること
を通してまちを再発見し、人とつながるランニングイベント

岐阜清流病院に関するニュースをお届けします！

岐阜清流病院 看護部
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2023年4月 2023年6月

　4/23（日）ぎふ清流マラソンに職員14名（ハーフ
9名/3ｋｍ5名）が参加し、全員完走しました！当日は
晴天の中、オリジナルユニフォームを着て全員が力
走！沿道の方から「清流病院がんばれ！」とたくさん
の声援をいただき、とても力になりました。次はい

びがわマラ
ソン出場で
す。これか
らもチーム
一丸となっ
てがんばり
ます！

　県内で制作された優れた広告を表彰する第51回
岐阜広告協会賞（主催：岐阜広告協会）において、フ

リーペーパー・雑誌広告
部門で、当院の広告が
銅賞を受賞しました。松
本和病院長が推し進め
る膝疾患の治療・手術を

告 知 す る
広告です。

（制作：株式会社 中広）

ぎふ清流ハーフマラソンに
参加しました！

第51回岐阜広告協会賞を
受賞しました！

第6回漢方コラム
診療部長
越路 正敏 先生

記事
執筆新型コロナと漢方
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　新型コロナも感染症法で5類となり、法律の上
では、インフルエンザと同等の扱いとなりました。
とは言っても、インフルエンザよりも重症化割合
やコロナ後遺症に悩まされる人も多いようで、ま
だまだ気を許せません。今回は、新型コロナに使
われる漢方薬について私見を述べたいと思います。
　コロナウイルスに対する薬が開発され市場に出
回る前、西洋薬では有効な薬が無かったので、漢
方薬に効果がないかと想像以上に投与された経緯
があります（結果、漢方薬が市場で不足状態とな
りました）。これまでにコロナに処方したと報告
された漢方薬は、葛

かっ

根
こん

湯
とう

、小
しょう

柴
さい

胡
こ

湯
とう

加
か

桔
き

梗
きょう

石
せっ

膏
こう

、
麻
ま

杏
きょう

甘
かん

石
せき

湯
とう

、麦
ばく

門
もん

冬
どう

湯
とう

、補
ほ

中
ちゅう

益
えっ

気
き

湯
とう

など。
　東北大学の報告や962名を対象にした他施設共
同研究などでは、軽症～中等症患者において、発
症4日以内に治療を開始すれば、重症化リスクを
減らす可能性があると報告されています。
　もともとコロナウイルスというのは従来の風邪

の原因菌のひとつで、ご存じのように、新型コロ
ナの症状は風邪と同様です。漢方薬の処方選択は、
原因の如何に関わらず、患者の状態をみて決定す
ることが基本ですから、新型コロナといえども風
邪処方の漢方が選択されることは理に適っていま
す。
　漢方薬はウイルスを殺すというより、自分の免疫
能を高め、ウイルスに負けない状態、ひいてはウイ
ルス増殖を抑えるというものです。あるいは症状に
対して、それを緩和する効果をもつ処方です。
ただ、ウイルスそのものに対し
て抗ウイルス薬を凌駕するほど
の強力な効果はないので、重症
化リスクの少ない人がひき始め
の時期に使うと、懐具合にもや
さしくて（抗ウイルス薬ってホ
ント高いんです！）案外良いの
じゃないでしょうか。

【漢方外来／越路医師】 第1～4金曜日 14：00～16：00 ※完全予約制


